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2010年のＣＯＰ１０において
世界に発信

開発された指標が、生物多
様性の状況を適切に表して
いるか検証し、改訂を行う。
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○ 森林における生物多様性保全に関する研究は、特定の地域、特定の生物種において個々に行われているが、日本の国土

全体について生物多様性の状況を把握するには至っていない。

○ 生物多様性保全の状況を検証し施策に反映させていくため、客観的に生物多様性の状況を表す指標を開発する。

森林の生物多様性の状況を総合的に把握

農林水産業の生物多様性指標の開発 《森林分野》

2424



◆評価手法の開発

○調査項目の中から、
生物多様性を維持す
るうえで重要な生物
や環境指標を選定

○それらを組合せて、
各モデル海域におけ
る生物多様性を定量
化する手法を開発

◆指標開発のための
調査項目

１）生物
底生微細藻類
バクテリア
ベントス
（底生生物：貝類、底魚、

ゴカイ類、線虫類等）

葉上生物 等

２）環境
海水：水温､塩分等
底質：成分､粒度､炭

素量等

◆沿岸生態系において対象
となるモデル海域を設定

気候区：亜寒帯、温帯、亜熱帯

種 別： 内湾、外海

◆生物多様性維持のための手法の開発

良好な漁場環境及び生物多様性を維持しつ
つ、持続的な漁業生産を行うための「生物
多様性維持機能向上手法」を開発

・生態系で重要な働き

をしているバクテリア

など微生物の多様

性や分解生物の能

力に注目

・環境の健全性

河川や陸上からの流入物、死骸などの

有機物をバクテリアやベントスが分解

農林水産業の生物多様性指標の開発 《水産分野》
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